件名：第一回AVシステム品質評価SGメモ

日時：
2000年3月8日（水），10:00～11:40

場所：
画像電子学会事務室

出席者：
小町（松下電送），渡辺（NHK），的場（三菱），大賀（富士通研究所），

池田（千葉大学）

配布資料：

(a) 名簿

(b) AVシステム品質評価SGの背景と趣旨

(c) IEC文書100/138/INF: Establishment of Technical Area 2 (TA 2): Colour measure​ment and management

(d) IEC文書100/AGM(Sec)67: Report from stage 0 work on Project 61966-11

(e) 講座：マルチメディアのための品質評価，ディジタル映像の評価(1) –  ディジタル映像の性質 – , 映像情報メディア学会誌，Vol. 54, No. 2, pp.172-177 (2000)

議事：

(1) 本SGの位置付け

　小町委員から本SGの位置付けについて説明を受けた。VMA(Versatile media appliances)研究内の非公募の研究会の一つとしてこのSG（池田主査）を設置した。0.5年の研究を実施して，公開で成果を発表する。

(2) 名簿の確認と自己紹介

　出席委員による自己紹介に続いて，資料(a)に基づき名簿を確認した。

(3) AVシステム品質評価

　資料(b), (c), (d)に基づいて，池田主査から背景とねらいについての説明の後，具体的な内容についてコンセンサスを得た。すなわち，低ビットレートで帯域非保証広域ディジタルネットワークベースのPoint-to-point及びMulti-pointのAVシステムを対象に，末端間(End-to-end)品質の客観評価について調査研究を実施し，現在の技術レベルでの評価項目，対応する物理計測法，及びその提示方法を提案する。

(4) 関連事項

池田主査から資料(e)の紹介があった。これに関連して，渡辺委員から，この「講座」の全体像を提出してもらうこととした。本SGに関連した組織・活動はほかにもある。例えば，SMPTE，映像情報メディア学会，AES, ITU-R Rec. 1387 (audio/speech), 客観劣化尺。関連して，渡辺委員から，ITU-T SG12, UTU-T SG9, SG12; ITU-R JWP10-11Q; VQEGの相互関係の説明があった。

(5) 今後の活動方針

以下の個別調査を依頼した。次回に報告していただく。

渡辺委員：ITU-R JWP10-11Qの現状，Rec. のスコープの紹介をお願いする

大賀委員：オーディオ評価の規格，現状

的場委員：AVシステムに関連したの製品調査，

次回会合：４月１２日（水）14:00-17:00, 場所未定（事務局に依頼）

